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都市地質プロジェクトの経緯
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Abstract: This article presents a process of the Urban Geology Research Project. The project had been 
carried out for ten years from 2002 to 2011 in the geology research field of AIST. The basic policy of 
the project is as follows: 1) to carry out integrated study beyond the specialized filed such as geology, 
geophysics and geoengineering for the subsurface geology of the plain in the urban area, and 2) to 
transmit geological information to deal with a social problem effectively. 
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１.はじめに

都市地質プロジェクトは，産総研地質分野において，

2002 年から 2011 年までの 10 年間にわたって実施され

た研究ユニット横断的な研究プロジェクトである．そ

の基本方針は，大規模な都市圏が位置する平野の地下

地質を対象とした総合的・融合的な研究によって，そ

こで発生する諸処の社会的問題に効果的に対処できる

地質情報を発信すること，そして，そのような研究を

展開するために必要な研究手法を開発し，産学官の有

機的な連携を進めることである（木村，2004）．本報

告では，この都市地質プロジェクトの概要を説明し，

本プロジェクトの研究を通じて発表された主な論文成

果一覧を巻末に示す．なお，本出版物には，都市地質

プロジェクトの最新の研究成果が収録されている．

２.誕生から生成期：2001 ～ 2005 年度

都市地質プロジェクト開始の前年は，21 世紀の始

まりにあたる 2001 年であり，その 4 月には，国立研

究所が独立行政法人となって国の組織から独立すると

いう公務員制度改革が実施され，旧地質調査所は，独

立行政法人産業技術総合研究所に統合された．独法化

の中で，産総研地質分野（現在の地質調査総合セン

ター）において，今後の研究のあり方と方策を議論す

る研究推進部会が設置された．その一つであった「都

市地質研究推進部会」によって，都市地質プロジェク

トの樹立とその研究方針が提言された．その提言の中

で，平野の地質・地盤そのものが社会の安心・安全の

確立に密接に関わっており，その正確な地質情報の整

備と発進が有用であり，社会的需要も今後増大すると

判断できることから，その研究の推進の必要性が指摘

された．

この提言を受けて，2002 年度には産総研の萌芽的

研究として都市地質研究が開始され，2003 年度からは，

地質分野の戦略重点課題「大都市圏の平野地下地質・

構造の総合的解析と地震動予測等の応用研究」が実施

された．分野戦略課題としてのミッションは，地質分

野の研究ユニット横断研究であり，社会に直接受け入

れられ，利用される価値の高い地質情報を発信できる

研究体制と手法を構築するとともに，そのパイロット

研究として研究成果をあげることであった．これらの

ミッションは，その後も都市地質プロジェクトの基本

方針として継続された．

この第一期（2003 ～ 2005 年度）の大都市圏課題の

主テーマは，①大都市圏平野地下地質調査法の研究，

②情報技術の高度化と総合地下地質データベースの研

究，③地震動評価の研究，であり，15 の研究グループ

から，20 人以上の研究者の参加により研究が実施され

た．組織的には包含する研究内容も広く，必ずしもサ

ブ課題間の連携が容易ではなかったが，社会の安全・

安心に貢献できる総合的な地球科学情報の提供を目標

に研究が進められた．

この時期の主な研究成果は，首都圏の東京低地・中

川低地において実施されたボーリング調査とそれで得

た堆積物コアの高精度解析にもとづく沖積層の基準層

序と堆積モデルの構築（木村ほか，2006；石原ほか，

2004；田辺ほか，2006 ほか），そして，関東平野の地

震波探査記録の地質学的な解釈による半地溝構造モデ

ルの構築（高橋ほか，2006），が代表的なものであった．

これらの研究によって，地質学的な知見と高精度な情

報によって，平野地下構造や空間的な物性モデルを正

確なものに組み立てることができる見通しが得られ，

そして，地質層序・構造や堆積環境は，地層・岩石の

物性・化学特性と密接な関係を有することを明らかに

することができた．それぞれの研究テーマでは，沖積
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層研究では，井内ほか編集（2006）の地質学論集「沖

積層研究の新展開」，関東平野の地下深部地質構造で

は，高木・高橋編（2006）の地質学雑誌特集号として，

産総研内外の研究者と共同してその成果がとりまとめ

られている．一方，この第一期のプロジェクト研究で

は，地質学的研究と物理探査，地盤工学，地震動研究

間の連携が不十分であり，研究体制の補完と研究手法

の開発による融合的な研究に力点を置く必要性が指摘

された．

３.発展期：2006 ～ 2011 年度

2006 年度からは，地質情報研究部門の部門重点課

題「大都市圏の地質災害軽減・環境保全を目的とした

地質学的総合研究」として，4 年間（2006 ～ 2009 年度）

の研究が実施された． この第二期大都市圏課題を開

始するにあたって，第一期で指摘されていた異なる手

法間の連携を進めるためにつぎのような対応がとられ

た．第一に，第一期で実施したボーリング調査の大半

は「浅層」地下の沖積層を対象としていたが，本プロ

ジェクトの反射法地震探査研究との層序の比較には，

浅層以深の更新統を対象（以下，「中層」地下地質と

呼ぶ）とする必要があり，それを目的としたボーリン

グ調査とコア解析を実施できる研究調査の体制と，「中

層」地下地質と密接に結びつく応用研究として地下水

の研究調査の体制とがそれぞれ整えられた．第二に，

沖積層の研究でクローズアップされた内湾底で形成さ

れる海成粘性土の超鋭敏粘土に関する工学的研究と地

下の三次元地質モデリング技術の開発に関わる研究体

制とが整えられた．

この第二期では，産総研内で実施される大都市圏

課題に平行して，府省庁連携研究として，科学技術振

興調整費重要課題解決型研究「統合化地下構造データ

ベースの構築」（2006 ～ 2010 年度；研究代表者：防

災科学技術研究所　藤原広行）が実施された（防災科

研編 , 2009）．この振興調整費課題は，国土の地下構

造に関する情報を「国民共有の公的財産」と位置づけ

て収集・整備し，表層地盤から深部にいたる系統的・

網羅的な統合化地下構造データベースを構築すること

を目指したものである．産業技術総合研究所は，都市

地質プロジェクトのメンバーを中心に，関東平野，新

潟平野と北海道を中心にしたボーリング調査資料の収

集・整備，地下地質層序・構造の標準となる情報の整

備，浅部地下地質の三次元モデリング手法開発，WEB
公開システム・ボーリングデータ処理システムの開

発・整備の研究を実施した．これらの研究で構築され

たデータベースやシステムは，都市地質研究を進める

上で基礎となり，一方では，都市地質研究で得た地下

構造の調査や地質標準に関する地質情報が，振興調整

費課題のデータベースに取り込まれて利用された．特

に，浅層地下の基本情報であるボーリング調査データ

については，地震動予測地図作成の一環として日本全

国の自治体に集積されている大量のデータを系統的に

収集・電子化している防災科学技術研究所と密接に連

携して，データ収集とボーリングデータ処理システム

や WEB 公開サーバの開発（現在，WEB 公開中）を実

施できたことが，都市地質プロジェクトのミッション

達成においてとても有意義であった．

以上のような研究体制と他機関との連携がこの第二

期の大都市圏課題において構築された．この大都市圏

研究の主課題は，平成 19 年度地質情報研究部門年報

によると，つぎのように記述されている．①浅層地盤

の地下地質・構造に関する研究では，東京低地から中

川低地（春日部市以南）における沖積層の堆積相・化

学特性・堆積物物性標準の確立，三次元地質モデル・

地下地質情報データベースの構築，地層形成モデルと

堆積環境を反映した土質力学特性の解明を進める．②

浅層地盤の地震動評価研究では，浅層地盤の地下地質・

構造の研究成果に基づき地質モデルを反映した地震動

応答評価を行う．③中深層地盤の地下地質・構造に関

する研究では，関東平野中央部を対象として，層序・

地質構造・堆積物物性等の地下地質標準と三次元地質

モデルを構築するとともに，それを基礎として水理地

質構造を確立し，地下水の水質形成機構と地質構造の

影響を解明する．④首都圏西部域地下水循環モデルの

構築に関する研究では，これらの関東平野の地下地質・

構造に関する研究を基礎に，首都圏西部地域の地下水

の現況と過去 60 年間の状態を再現する三次元循環モ

デルを構築する．

2008 年度からは，産総研の政策課題「沿岸域の地

質・活断層調査研究」（以降，沿岸域課題）が実施され，

関東平野で実施してきた「浅層」及び「中層」を対象

とした研究は，同課題の一テーマとして 2011 年度ま

で継続された．また，都市地質プロジェクトで培われ

た研究手法と研究体制は，沿岸域課題の研究遂行に生

かされている．これまでに，同課題では，新潟平野，

福岡平野，石狩低地帯，そして駿河湾沿岸平野で研究・

調査が実施され，その成果は海陸シームレス地質情報

集 DVD 版として出版されている．

４.まとめ

国立研究所であった地質調査所が独立行政法人産

業技術総合研究所になることを契機に，都市地質プロ

ジェクトが誕生し，表層の地質図情報から地下を含め

た三次元的地質情報へ，それを基礎にした応用研究の

展開を目標に，その研究体制を整えつつ研究が推進さ

れてきた．本出版物に掲載されている個々の論文には，

その取り組みの成果が表現されている．しかし，それ

は，地質学と地球物理学，地盤工学，地震学間の専門

分野の壁，人の壁を乗り越えて，一つの研究目標に向

けて進むことの難しさを示す結果にもなっている．人
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間社会の土台をなす地盤の地質学的特性の認識は，地

盤を対象とする諸科学において重要であり，学際的な

研究の重要性は明らかである．今後，これまでの「都

市地質プロジェクト」の限界を乗り越えて，さらに融

合的な研究展開が不可欠であろう．本報告が「都市地

質プロジェクト」の一里塚を記すものとして，今後の

研究展開に参考になればと願う次第である．

謝辞　本報告をまとめるにあたって，水野清秀研究グ

ループ長には，貴重なご指摘・ご意見をいただいた．

以上記して深く感謝する次第です．
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巻末資料：　都市地質プロジェクトの主な研究成果一覧（公表論文）
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